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日
本
工
業
大
学
の
活
動
報
告

日
本
で
働
く
希
望
を
胸
に
！

科
学
技
術
で
深
ま
る
日
印
の
交
流

２
０
２
５
年
９
月
21
日
か
ら
27
日
ま
で
、
科
学
技

術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
、
イ
ン
ド
・
タ
ミ
ル
ナ
ー
ド
ゥ

州
カ
ル
ー
ル
県
の
Ｍ
・
ク
マ
ラ
サ
ミ
ー
工
科
大
学
か

ら
学
生
７
名
（
機
械
工
学
２
名
、
電
子
通
信
工
学
２

名
、
情
報
技
術
１
名
、
Ｉ
Ｔ
機
械
２
名
）
と
引
率
教

員
２
名
（
土
木
工
学
科
助
教
兼
外
国
語
セ
ン
タ
ー
長
、

日
本
語
教
員
）
を
日
本
工
業
大
学
に
招
へ
い
し
ま
し

た
。日

本
工
業
大
学
と
ク
マ
ラ
サ
ミ
ー
工
科
大
学
と
の

交
流
は
、
２
０
１
９
年
の
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
採
択
を

契
機
に
始
ま
り
ま
し
た
。
カ
ル
ー
ル
県
で
は
イ
ン
ド

で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
日
本
語
教
育
が
行
わ
れ
、
ク
マ

ラ
サ
ミ
ー
工
科
大
学
は
日
本
文
化
と
日
本
語
教
育
に

力
を
入
れ
る
数
少
な
い
大
学
で
す
。
現
地
日
本
語
学

校
と
連
携
し
、
多
く
の
日
本
語
が
堪
能
な
学
生
を
輩

出
し
て
い
ま
す
。
日
本
企
業
で
活
躍
す
る
卒
業
生
は

１
０
０
名
に
達
し
、
日
本
の
少
子
化
に
よ
る
人
材
不

足
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
高
度
人
材
は
大
変

貴
重
で
す
。
日
印
交
流
は
両
国
の
将
来
、
特
に
科
学

技
術
・
産
業
分
野
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

人
材
育
成
に
関
わ
れ
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
う
と

と
も
に
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ご
支
援
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

今
回
も
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
交
流
を
目
指
し
、
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
申
請
し
ま
し
た
。
近
年
の
イ
ン
ド
Ｉ

Ｔ
産
業
の
発
展
と
、
日
本
企
業
で
働
く
こ
と
を
希
望

す
る
日
本
文
化
・
日
本
語
に
親
し
ん
だ
学
生
が
来
日

す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
彼
ら
の
将
来
の
進
路
選
択
に

役
立
て
ら
れ
る
よ
う
、
日
本
の
科
学
技
術
と
異
文
化

を
体
験
し
理
解
を
深
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
ま
し
た
。

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
と
成
果

日
本
工
業
大
学
で
は
表
に
示
す
内
容
で
活
動
を
実

施
し
、
イ
ン
ド
の
学
生
と
引
率
教
員
は
学
内
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
に
宿
泊
し
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
日
本

の
一
般
的
な
一
人
暮
ら
し
用
ア
パ
ー
ト
で
、
日
本
で

働
く
際
の
生
活
を
疑
似
体
験
で
き
ま
し
た
。
学
生
た

ち
は
機
会
が
あ
る
ご
と
に
イ
ン
ド
で
学
ん
だ
日
本
語

で
あ
い
さ
つ
や
自
己
紹
介
を
行
い
、
多
く
の
方
が
そ

の
日
本
語
能
力
の
高
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
専
攻

が
機
械
・
電
子
通
信
・
情
報
系
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

機
械
工
学
科
と
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
を
訪
問
し
体
験

講
義
を
受
け
ま
し
た
。

機
械
工
学
科
で
は
流
体
工
学
研
究
室
を
２
日
間
に

わ
た
り
訪
問
し
、
１
日
目
は
日
本
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

し
て
働
く
た
め
の
基
礎
知
識
、
流
体
工
学
と
Ａ
Ｉ
の

関
連
、
科
学
技
術
の
変
遷
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

２
日
目
は
機
能
性
流
体
を
用
い
た
環
境
保
全
技
術
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
技
術
の
講
義
を
受
け
、
研
究
室
見

学
や
学
生
と
の
交
流
を
通
し
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

実
験
装
置
を
前
に
熱
心
に
質
問
す
る
姿
が
印
象
的
で
、

レ
ー
ザ
ー
加
工
機
の
実
演
や
加
工
し
た
記
念
品
に
喜

ん
で
い
ま
し
た
。
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
で
は
次
世
代

ロ
ボ
ッ
ト
研
究
室
で
講
義
を
受
け
、
日
本
社
会
で
求

め
ら
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
、
特
に
高
齢
者
や
障
が
い
者
支

援
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
に
つ
い
て
学
び
、
真
剣
に
聴
講

し
て
い
ま
し
た
。

日
本
工
業
大
学
駒
場
高
等
学
校
訪
問
や
企
業
見
学
、

日
本
科
学
未
来
館
訪
問
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ト
リ
ッ

プ
で
は
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
、
通
勤
時
間
帯
の

利
用
も
あ
り
、
日
本
の
通
勤
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

企
業
訪
問
で
は
大
手
Ｉ
Ｔ
・
電
気
機
器
メ
ー
カ
ー
と

化
学
メ
ー
カ
ー
を
見
学
し
、
企
業
文
化
や
就
職
活
動

に
つ
い
て
具
体
的
な
理
解
を
得
ま
し
た
。
化
学
メ
ー

カ
ー
の
㈱
イ
チ
ネ
ン
ケ
ミ
カ
ル
ズ
で
は
、
日
本
工
業

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
472
回

＝
特
別
連
載
＝

桑原	拓也
（日本工業大学
基幹工学部
機械工学科教授）
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大
学
の
卒
業
生
が
活
躍
す
る
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
し
、
研
究
開
発
や
産
学
連
携
に
つ
い
て
学
び
、

企
業
側
か
ら
の
評
価
も
高
い
も
の
で
し
た
。

今
回
、
商
業
施
設
見
学
を
比
較
的
早
い
段
階
で
企

画
し
た
こ
と
が
と
て
も
効
果
的
で
し
た
。
サ
ポ
ー
ト

し
た
日
本
の
学
生
と
打
ち
解
け
、
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
た

こ
と
で
、
そ
の
後
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
取
り

組
め
た
よ
う
で
す
。
日
本
の
学
生
に
と
っ
て
も
、
彼

ら
の
日
本
に
対
す
る
熱
意
と
親
し
み
や
す
さ
に
刺
激

を
受
け
た
よ
う
で
し
た
。
商
業
施
設
で
は
購
入
し
た

い
お
土
産
を
日
本
語
で
店
員
さ
ん
に
積
極
的
に
聞
い

て
い
ま
し
た
。
日
本
食
も
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
天
ぷ
ら
、
刺
身
、
そ
ば
な
ど
を
味
わ
い
、
特
に

オ
ム
そ
ば
が
人
気
で
し
た
。
日
本
食
を
食
べ
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
を
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

成
果
発
表
会
で
は
、
各
自
が
体
験
し
、
学
ん
だ
こ

と
を
日
本
語
で
発
表
し
ま
し
た
。
日
本
で
働
く
ク
マ

ラ
サ
ミ
ー
工
科
大
学
の
Ｏ
Ｂ
も
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
修
了
式
を
経
て
、
別
れ
を
惜
し
み

な
が
ら
帰
国
し
ま
し
た
。

■
今
後
の
展
望

今
回
の
参
加
学
生
は
４
年
生
も
多
く
、
す
で
に
日

本
で
の
就
職
に
向
け
た
活
動
を
始
め
、
日
本
語
で
の

面
接
に
備
え
て
練
習
を
重
ね
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

来
日
を
機
に
日
本
の
学
生
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
つ
な
が
り
、

交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。
全
員
が
将
来
日
本
で
就
職

し
、
日
本
人
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
日
印
の
未
来

を
支
え
て
く
れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
工

業
大
学
と
ク
マ
ラ

サ
ミ
ー
工
科
大
学

は
、
こ
れ
ま
で
の

交
流
を
通
じ
て
強

い
信
頼
関
係
を
築

い
て
き
ま
し
た
。

両
大
学
は
規
模
が

近
く
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

教
育
に
力
を
入
れ

て
い
る
点
も
共
通

し
て
い
ま
す
。
昨

年
か
ら
は
日
本
工

業
大
学
の
学
生
・

教
員
が
同
大
へ
短

期
留
学
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
始
ま
り
、

双
方
向
の
国
際
交

流
が
確
立
し
ま
し

た
。次

の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
、
大
学
間

の
研
究
交
流
や
共

同
研
究
へ
の
展
開

は
自
然
な
流
れ
で

あ
り
、
両
大
学
が

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関
連
研

究
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
い
う
共
通

性
を
踏
ま
え
て
調

整
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
打

ち
合
わ
せ
を
経
て
、

次
年
度
よ
り
共
同

研
究
を
開
始
す
る

運
び
と
な
り
ま
し

た
。
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

研究設備に興味津 （々体験講義・研究室見学）

再会を誓って（成果発表会・修了式）

企業の研究開発を学ぶ（企業見学）

日本工業大学工業技術博物館にて（施設見学）




